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第
四
紀
火
山
岩
層
の
影
響
に
関
す
る
質
問
主
意
書

一

国
土
交
通
省
は
、
第
四
紀
火
山
岩
層
の
地
質
条
件
を
一
次
流
出
率
は
〇
�
五
、
土
壌
は
飽
和
状
態
に
達
し
な
い
と
い
う
前

提
で
の
計
算
を
公
表
し
た
。

国
土
交
通
省
（
旧
建
設
省
時
代
を
含
め
て
）
が
、
第
四
紀
火
山
岩
層
の
影
響
を
考
慮
し
て
流
出
計
算
を
す
る
よ
う
に
な
っ

た
の
は
い
つ
の
時
点
か
。

二

国
土
交
通
省
の
所
管
す
る
他
の
一
〇
八
水
系
に
お
い
て
も
、
利
根
川
水
系
と
同
様
、
第
四
紀
火
山
岩
層
の
影
響
を
考
慮
し

た
流
出
計
算
を
行
っ
て
い
る
の
か
。
も
し
、
行
っ
て
い
る
な
ら
ば
、
他
の
一
〇
八
水
系
に
お
け
る
流
域
ご
と
の
第
四
紀
火
山

岩
層
と
そ
れ
以
外
の
地
質
別
面
積
比
率
を
記
せ
。

三

他
の
水
系
で
第
四
紀
火
山
岩
層
の
影
響
を
考
慮
し
た
計
算
を
実
施
し
て
い
な
い
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
何
故
か
。

四

独
立
行
政
法
人
森
林
総
合
研
究
所
の
藤
枝
基
久
上
席
研
究
員
に
よ
る
と
、
第
四
紀
火
山
岩
層
の
一
次
流
出
率
は
、
〇
�

一
〜
〇
�
二
と
の
調
査
報
告
が
あ
る
が
、
な
ぜ
国
土
交
通
省
は
〇
�
五
を
用
い
る
の
か
。

右
質
問
す
る
。


